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温 泉 水 と 人 醍 皮 膚 陵 電 位 差
岡 山 大 学 放 射 能 泉 研 究 所
大 島
ltein-I,,KellerL-1)等の買験によJ)庄膚に接
する溶液の濃度や溶質の種矧 こよって皮膚の
荷電が挙ることが推定せられるに至っ たが,
之等の賢験成績に封し其後行われた解樺の誤
りは閲教授によI) 3)指摘せられた.最近勝教
授の下に於て十蔵寺氏4'は人鰹皮膚膜電位差
に閲し粒々の基礎的茸験を行い,皮膚が両性
院として作用し,溶液の PH や濃度等によi)
或は陽性院,或は陰性院として作用すること
を明かにした.氏によると生盟皮層の生班的
食感水に封する院電tilL.は部位により,叉季節
によりその値を異にするが,屍審皮膚に於て
は異なる部位間の院電位差が謹明せられない
という.皮膚に色素其他の薬物による前庭畳
を加えたL),溶液の過度を蟹化せしめた[)す
ると生笹皮層睦電位差に種々の動雅を束すこ
とも明かになった.
之等の成績からみて,生坪的食塾水に封 し
て睦電位差を示さない2部位の皮膚の一方に
生現的食壇水,他方に況泉水を接簡せしめた
際に認められる_fE鰹皮膚院電位差が,温泉浴
の生腔に及ぼす刺戟作用の何等かの目安にな
I)はしないかと考えて以下の如き貫験を行っ
た.
賓 斡 方 法
電位差測定方法は十蔵寺氏の賓験方法に準
じた.即ち左右の同名指叉は同一例の2指の
一方を遮泉水に,他方を0.9%食壇水に中開
節まで浸し,飽和感化カl)溶液,飽和亜化カ
1)ij豪電極を介して電位差測定装 置- つ な
ぐ 被験2指Lj:毎田共に0,9%食jTgJIn.水 に浸 し
て両指間に電位の差がないことを確めておい
てから退泉水の茸験を行った.
被験者は著者並に研究宝の補助者 1名で同
一種類の賢験には同一人を使用し,-雪駄か
良 雄
ら攻の茸験に移る前には1時間以上の間隔を
おいた･被験指はまづ水道水で十分に洗って
から泉水に浸 した.水過は特に断わらない限
り37oCにした.泉水等に指を浸してか ら5
分以上経過 した後電位差測定を開始し,値が
平衡値を示してから3回測定の平均値を表に
記載 した.
章 験 成 績
I･塩泉水とO･9%食壇水間の院電位差
a) 三朝塩見
三朝脱臭8瀕泉水と研究所水道水が0.9%
食塾水に対して示した挟電位差を第1表に掲
げた.最も小さな値は研究所泉の8mV最も
大きな倍は研究所水道水の49nlVで, 大鰹
に於て固形成分含有量の多い瀕泉水ほ ど0.9
%食感水に封する電位差が小さい傾向が認め
られ夜.
大原氏8)によると皮膚角盾の等電鮎 はpH
4=.6-5.0,豚盾のそれ は4.5-4.7にある
と云う･ 三朝温泉水のPHは6.2-7.4の間
にあl),総て低張性で,陽イオンの 中では
Na●が最も優勢,陰イオンではCl'が最･も多
く打OO3'が之に次ぐ状態である.即ち泉質
からいえば大豊食惑泉に屠する.蒸章雄透は
厳密にはき温泉水のイオン数に比例しな いが,
温泉の如き稀薄壇類溶液では概 してイオン含
有量の大きい場合に大で,イオン含有量の小
さいほど小となる傾向があるであらう.三朝
塩基の重イオン敦は 11中30-50ミT)イオ
ン程度のものが大部分である.十戒寺氏の賢
験成績から想像すると此の場合皮膚は陰性睦
としで作用し,低張食感水溶液側が0.9%食
壇水側に封し止の電位をとると考 え られ る
が,等質三朝遮泉水側は0.9%食感水側に封
し正の電位を示した.
50 大 島
被験者は同一人である.(第 1表 A)
第 1義 視泉水とO･9%食壇水間の挟電
位差
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Bに示した如くで三石(1)の場合を除き,総
て三開通泉とは逆に0.9%食壇水に封し負の
電位を示し,電位差は通二泉成分の濃度が鼓も
濃い柵原が最大で-4=6mV を示した. 三石
も他の試料の場合には弟3表に掲げた様に-
16前後の億を示した.
即ち之等の硫酸イオンに富む酸性泉は一般
に0,9%食感水に封し負の電位を示し,イオ
ン濃度が高い場合も少い場合にも電位差が大
きくなるようにみうけられた.併 し例数が少
いのでまだ一般的な結論を得るに至らない.
C) アルカ1)性泉と食塊泉,硫酸壇泉,
単純泉 (類中性泉)
弟 1表 Gにはアルカ1)性の硫黄泉で あ る
椿と食塾長である均富 B7,(採取後3ケ月以
上経過 したので守地上放射能泉に入れられな
い状態で使用),小屋原,凍津,池閏,皆生,
単純泉である吉岡,関金,江崎,巴稽性硫酸
壇泉である鳥取 (-の湯.厚生省衛生試験所
の分析表ではアルカ1)泉に入っているが現在
はだ精兵に属せしむべき組成を有している.)
石膏性苦味泉である蹟村 (清鈴の湧),硫黄
泉である勝浦の成績を掲げた.此の中で池田,
増富は同時に著量のヒドロ衆酸盛を合有 し,
池田は遊離朱酸をも多量に含有 している状態
で茸駿できたから前項の成績と合せると殆ん
ど総ての泉種が含まれたことになる.
比の中で壇化カルシウム合有の苦味性食塊
泉である皆生はほぼ等張に近いが,他♂)総て
は低張性であった.
成績は第1表 Cに明かな如 く泉質によ り,
又含有塾分量によりまちまちである.大部分
は三朝過泉と同校に0.9%食感水に封 LJEの
電位を示したが,皆生のみは全 く逆の電位を
示 した,
椿.江崎の如 く吏分含有量の少い泉水は概
して大きな電位差を示したが,関金の如き例
外もあってその説明は明かでない.十戒寺氏
によると人の皮層の膜電位は季節によっても
動播する場合がある如くである.1のCに載
温泉水 と入線皮膚膜電位差
せた成績は絶て同一人の被験者の指に就て行
った結果であるが,錬央採取と電位差測定の
時季は昭和24年の春から凡そ1年の間 に宜
i)問敬的に行われたので,大盤の傾向を窺う
こと6-i出きても,二つの泉水の食壇水に到す
る電位差をそのまま比較することは危険であ
るかもしれぬ.
淡水が生理的食盛水に封 して大きな喋電位
差を示すことは嘗然であらうが,上述の泉水
が食塗水との問に示す電位差が必Lも壇分含
有量の大小と比例しないことは興味がある.
Il･泉水老化の影響
自然に放置しても崩壊するが,常況ではガ
ス撃である環に容易に逸散しやすいラドンを
含む三朝溜泉山田湧と池的鎖泉4携泉とにつ
いて泉水の振達文は煮沸或は長期保存の影響
を調べてみた.
第2表に示した如 く山田では振盟.煮沸の影
響が認められなかったが,池田では貯蔵によ
り電位差が若干増加 した.
第2表 泉水老化の影響
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〝
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新 鮮
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II･泉水加温の影響
Krlhnanは 1tein 等の研究からみて皮 膚
に接する溶液の ptIが表皮の等竃鮎から7ル
カl)側にある時には加湿により皮膚の透過性
が均すが,酸側の場合には影響が少いと述べ
ている,Hofmeisterの系列から考えると,
酸性泉では硫酸イオンが,アルカ1)側の泉水
ではアルミニウムイオンやカルシウムイオン
が蛋白コロイドに大きな影響を及ぼすことが
想像せられ,芦樺の無頼のコ｡イドを使用し
て行ったfJHFgl泉水の腰質凝析作用槍奄成績も同
様の結果を示した.
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過泉水叉は食壇水の一方を窒過におき,他
方を種々の温度に加過した場合と,一方に食
壇水,他方に淵泉水をとりその過度を均しく
童通から45oGに至るまで愛化せしめた場 合
等に就て電位差の測定を行った.
第 3表は両側同一試材で1側の過度を壁化
せしめた場合の成績を示す.
第 3表 泉水加過の影響
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三石1と三石 2,藤野1と藤野2とは錬泉採lrLの日
時が同一で な い .
0.9%食壇水,蹟相,三朝研究所泉,池田,
勝浦の如 く皮膚の等電鮎よt)アル カ 7)側 の
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pH を有する泉水に於ては高塩側が正の電位
を示し,電位差は濃度差が増すほど著しい結
果が示された.
藤野,三石の如き酸側の泉水では之に反し
高は側が負の電位を示し,温度差の大きい担
電位差が大きい傾向が認められた.之等の酸
性泉に於て上述の類中性泉に於けるよりも過
度の襲化に基 く電陀差の撃化が特に小である
が如き傾向は認められなかった.
第 3表 Bには一例に0.9%食感水,他側に
温泉水をおき,両者の過度を同時に同過に襲
化せしめた場合の成績を掲げた.
附
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その結児は被験液の過度が高い程(最高45
oC)概 して電位差が大きい成績が得られた,
が,藤野2,三石1 勝浦の如く電位差の水温
による襲化が著明でないか殆んど無いものも
認められた.
十蔵寺氏は生簡皮膚の膜電位的効果 (生理
的食塊水に就て)が3000附近に於て最大で
あったと報昔している.著者の成績でみると
45oCまでの水え軌こ於ては3OoGよ L)もiEに
高温の場合の方が院電位差が大となる威積が
得られた.
A B 泉水又は0･9%食盗水
ユⅠ 電位差汎rj足装置
C 飽和 KCl甘衰電極
紹 括
生きている人の皮膚が生理的余盛水と温泉
水との閲を境 した際に生ずる映電位差を測定
した.
三朝,藷津,池田,埼富,-小屋原,関金,
江崎,富岡,勝浦,鳥取,柿,活相の如く皮膚の
等電鮎よL)アルカ1)側のPI王を有する低張鏡
泉水は0.9%食壇水に封し概して正の電位を
示し 三朝に於てはその蒸唐球速が天きいも
の程電位差が小さい傾向を示した.之等の泉
水は加温により同過の0.9%食壇水に封する
膜電位差が増大する傾きがある.
藤野,三石,jR野岳,五十猛,柵原の如き
酸性錬鉄に於ては生理的食速水に封し概 して
負の電位を示した.此の電位差は同じく加過
により増大する傾向があった･
之等の濃泉水の一方を窒通におき,他方は
同じは泉水を種々の水温まで上昇せしめ,雨
大島良雄 :池泉水 と人鮭皮膚膜電位差 .･-1:i
者の闇の膜電位差を測定すると一般に過度差 水では高出紺川がjEの,酸側の泉水では高ま題潤J
が増すと電位差も増大する傾向が認 められ が負の電位を示した.
た･此の際皮膚の等電鮎よりアルカリ側の臭
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